
 
 
 
 

 
富里市第 2 次行政改革大綱及び 

行政改革行動計画取組結果報告書 

（平成 15 年度～17 年度）  
 
 
 
 
 

富里市行政改革懇談会 

 

平成 18 年 11 月 24 日提出 

 



 1

目 次  
 

第 2 次行政改革の取組結果  ・・・・・  ２  

総括    

第 2 次行政改革行動計画の最終実績    

第１  各方策の主な取組項目の結果  ・・・・・  ３  

１  開かれた行政と協働のまちづくり    

（１）開かれた行政の推進    

（２）市民との協働の推進  ・・・・・  ４  

２  効率的な行政運営の推進    

（１）事務事業の見直し    

  ①事務事業の整理合理化    

②市民サービスの向上  ・・・・・  ５  

  ③行政の情報化  ・・・・・  ６  

（２）組織体制の充実  ・・・・・  ７  

  ①組織機構の整備    

  ②人材の育成  ・・・・・  ８  

（３）行政評価の導入    

３  効率的な財政運営の確立  ・・・・・  ９  

（１）経費の削減    

（２）自主財源の確保  ・・・・・  １０  

第２  今後の行政改革にあたって  ・・・・・  １２  

   

資料    

行政改革懇談会開催状況  ・・・・・  １３  

行政改革懇談会委員名簿  ・・・・・  １４  

 



 2

第 2 次行政改革の取組結果 

 平 成 15 年 10 月 に 策 定 し た「 富 里 市 第 2 次 行 政 改 革 大 綱 及 び 同 行 動 計

画 （ 平 成 15 年 度 ～ 17 年 度 ）」 の 計 画 期 間 の 終 了 に 伴 い ， 取 組 結 果 を 取

り ま と め ま し た の で ， 報 告 し ま す 。  

 

総  括  

 本 懇 談 会 は ， 平 成 15 年 度 に 設 置 さ れ ， 第 2 次 行 政 改 革 大 綱 及 び 行 動

計 画 の 策 定 か ら 携 わ り ， 3 年 間 に わ た り 進 行 管 理 を 行 っ て き ま し た 。  

第 2 次 行 政 改 革 の 取 り 組 み で は ，行 動 計 画 を 毎 年 度 追 加 し 積 極 的 に 改

革 を 進 め て き た こ と ， 平 成 14 年 度 と 比 較 し て 平 成 17 年 度 で 約 2 億 7

千 万 円 ，3 年 間 の 合 計 で は 約 5 億 2 千 万 円 も の 削 減 効 果 を 上 げ て き た こ

と ， さ ら に は ， 全 行 動 計 画 95 項 目 の う ち 「 改 革 で き た 項 目 」 と 「 計 画

ど お り 実 行 で き た 項 目 」を 合 わ せ る と 約 8 割 が 目 標 を 達 成 し た こ と な ど ，

積 極 的 な 行 動 の 成 果 で あ る と 評 価 し て い ま す 。  

し か し ，内 容 的 に は 十 分 で な い 項 目 が あ る ほ か ，近 年 の 厳 し い 財 政 状

況 を 踏 ま え る と ，「 改 革 で き た 項 目 」 に つ い て も こ れ で 完 結 と せ ず 引 き

続 き 実 績 を 検 証 し て 改 革・改 善 の 努 力 を 継 続 し ，効 率 的 な 行 財 政 運 営 を

行 う こ と で 市 民 サ ー ビ ス の 維 持 向 上 を 図 っ て い く 必 要 が あ り ま す 。  

ま た ，第 2 次 行 政 改 革 に お い て「 目 標 達 成 で き な か っ た 項 目 」と さ れ

た も の に つ い て は ，そ の 要 因 ，問 題 点 ，課 題 を 分 析・整 理 し ，実 行 に 向

け て 積 極 的 に 対 応 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

次 期 計 画 で あ る 集 中 改 革 プ ラ ン に つ い て は ，可 能 な 限 り 数 値 目 標 を 設

定 し て ， 更 な る 行 政 改 革 を 実 行 さ れ る よ う 要 請 い た し ま す 。  

 

第 2 次行政改革行動計画の最終実績  

項   目  評 価 項 目 数   率 （ ％ ）  

改 革 で き た 項 目  ☆  ３ ８  ４ ０ ． ０

計 画 ど お り 実 行 で き た 項 目 ○  ３ ７  ３ ８ ． ９

目 標 達 成 で き な か っ た 項 目  △  ２ ０  ２ １ ． １

計   ９ ５  １ ０ ０ ． ０

 

削減額（平成 14 年度比）           

平 成 15 年 度  平 成 16 年 度  平 成 17 年 度  合  計  

88,267,744 円  168,128,143 円 266,835,808 円 523,231,695 円  
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第１ 各方策の主な取組項目の結果 

 第 2 次 行 政 改 革 大 綱 に 基 づ き ，単 に 事 業 や 予 算 を 削 減 す る だ け で な く ，

限 ら れ た 行 政 資 源 を 有 効 に 活 用 し ，市 民 満 足 度 の 高 い 行 政 サ ー ビ ス を 提

供 す る た め ，開 か れ た 行 政 と 協 働 の ま ち づ く り ，効 率 的 な 行 政 運 営 の 推

進 ，効 率 的 な 財 政 運 営 の 確 立 を 重 点 項 目 と し ，各 方 策 に 取 組 む よ う 提 言

し て き ま し た 。  

各 方 策 別 取 組 項 目 の 実 績 と 本 懇 談 会 の 意 見 は 次 の と お り で す 。  

 
 
１  開 か れ た 行 政 と 協 働 の ま ち づ く り  

（ １ ） 開 か れ た 行 政 の 推 進  

番 号  項       目  評 価  実 績 額 （ 3 年 間 の 合 計 ）

1 ホ ー ム ペ ー ジ の 充 実  ○  ―

2 交 際 費 支 出 状 況 の 公 表  ☆  ―

3 市 民 懇 談 会 の 開 催  ☆  ―

4 出 前 講 座 の 開 設  ☆  ―

5 市民ふれあいアンケートの実施 ☆  ―

6 行 政 資 料 の 充 実  ○  ―

7 議 会 中 継 の 実 施  ☆  ―

8 行 政 改 革 の 進 捗 状 況 の 公 表  ☆  ―

計  ―

【 評 価 】  

市 長 等 の 交 際 費 支 出 状 況 の 公 表 ，市 民 懇 談 会 の 開 催 ，出 前 講 座 の 開 設 ，

市 民 ふ れ あ い ア ン ケ ー ト の 実 施 ，議 会 中 継 の 実 施 ，行 政 改 革 の 進 捗 状 況

の 公 表 な ど 新 た に 実 施 し た 項 目 が 多 く ，全 体 的 に 公 表 に 努 め て き た と 評

価 で き る 。  

【 意 見 】  

市 民 懇 談 会 ，出 前 講 座 ，市 民 ふ れ あ い ア ン ケ ー ト な ど ，新 た な 制 度 の

有 効 な 活 用 を 図 り ，市 民 か ら の 意 見・要 望・提 言 等 に 対 す る 検 討 結 果 を

公 表 す る な ど 市 民 へ の 情 報 提 供 を 徹 底 す る こ と 。  

【 具 体 的 事 項 】  

計 画 等 を 案 の 段 階 で 公 表 し ，市 民 等 の 意 見 を 受 け て か ら 決 定 す る「 パ

ブ リ ッ ク コ メ ン ト 制 度 」 に つ い て ， 早 急 に 導 入 す る こ と 。  
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（ ２ ） 市 民 と の 協 働 の 推 進  

番 号  項       目  評 価  実 績 額 （ 3 年 間 の 合 計 ）

1 地 域 活 動 の 支 援  ○  335,400

2 公 募 委 員 の 拡 大  ○  ―

3 郵 便 局 、 新 聞 店 等 と の 連 携  △  ―

4 救 命 講 習 の 受 講 促 進  ○  ―

計  335,400

【 評 価 】  

 郵 便 局 と の 連 携 に つ い て は ，一 度 は 契 約 と な っ た も の の 郵 便 局 側 の 理

由 で 契 約 解 除 す る こ と と な っ た 。地 区 公 園 の 管 理 ，道 路 や 側 溝 の 清 掃 な

ど 地 域 の 活 動 は 確 実 に 増 え て お り ， 市 民 と の 協 働 が 進 み つ つ あ る 。  

【 意 見 】  

施 策 を 推 進 し て い く う え で 市 民 や 地 域 と の 連 携 が 重 要 で あ り ，市 民 の

意 識 改 革 や 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 育 成 と い う 面 か ら も ，自 治 会 や 市 民 団 体 ，

Ｎ Ｐ О 等 の 自 主 的 な 活 動 に 対 し て 積 極 的 に 支 援 を 行 う な ど ，今 後 も 協 働

の ま ち づ く り を 推 進 す る こ と 。  

【 具 体 的 事 項 】  

協 働 の ま ち づ く り を 進 め る た め ，地 域 に お け る「 ま ち づ く り 推 進 の 組

織 づ く り 」な ど 具 体 的 な 方 策 を 検 討 す る こ と 。ま た ，各 種 委 員 会 委 員 に

つ い て は ，可 能 な 限 り 公 募 を 推 進 し ，多 く の 市 民 の 意 見 を 反 映 さ せ る こ

と 。  
 
 

２  効 率 的 な 行 政 運 営 の 推 進  

（ １ ） 事 務 事 業 の 見 直 し  

  ① 事 務 事 業 の 整 理 合 理 化  

番 号  項       目  評 価  実 績 額 （ 3 年 間 の 合 計 ）

1 学 校 給 食 セ ン タ ー 運 営 見 直 し  ☆  ―

2 徴 収 業 務 の 効 率 化  ☆  ―

3 社 会 体 育 館 の 貸 出 し 業 務 委 託  ☆  7,882,764

4 財政援助団体への行政関与の見直し ○  ―

5 障 害 者 台 帳 シ ス テ ム の 導 入  ☆  ―

6 敬 老 会 の 見 直 し  ○  ―
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7 文 書 の 管 理 方 法 の 見 直 し  ○  ―

8 福 祉 セ ン タ ー の 運 営 見 直 し  ○  ―

9 ISO 認証取得についての調査・研究 ○  ―

10 消 防 団 の 見 直 し  ○  ―

11 職 員 提 案 制 度 の 充 実  △  ―

12 予 算 編 成 方 法 の 見 直 し  ☆  ―

13 指 定 管 理 者 制 度 の 導 入  ☆  ―

計  7,882,764

【 評 価 】  

計 画 ど お り 進 ん だ 項 目 が 多 く ，新 た な 制 度 の 導 入 や 民 間 委 託 が 進 ん だ 。

特 に 学 校 給 食 セ ン タ ー 調 理 業 務 の 委 託 に つ い て は ，将 来 的 な 経 費 を 考 慮

す る と 評 価 で き る 。職 員 提 案 制 度 に つ い て は 運 用 実 績 が な く ，提 案 し や

す い 環 境 が 望 ま れ る 。  

【 意 見 】  

事 務 事 業 の 整 理 合 理 化 に つ い て は ， 行 政 評 価 と 深 く 関 連 す る も の で あ

り ， 行 政 評 価 を 早 期 に 導 入 し ， 目 標 管 理 を し っ か り と 行 う と と も に 結 果

を 検 証 し ， 改 善 や 整 理 合 理 化 を 進 め る こ と 。  

【 具 体 的 事 項 】  

実 践 的 な 行 政 評 価 の 推 進 及 び 進 行 管 理 の た め の 体 制 づ く り を 強 化 す

る こ と 。ま た ，指 定 管 理 者 制 度 の 主 旨 を 踏 ま え ，公 共 施 設 全 般 に わ た り

管 理 運 営 の あ り 方 を 検 証 す る こ と 。  

 

 
② 市 民 サ ー ビ ス の 向 上  

番 号  項       目  評 価  実 績 額 （ 3 年 間 の 合 計 ）

1 市 民 課 窓 口 業 務 の 延 長  ☆  ―

2 接 遇 の 改 善  ○  ―

3 住 民 票 の 休 日 交 付  ☆  ―

4 勤務時間の振替（ﾌﾚｯｸｽﾀｲﾑ制）の導入 ☆  ―

5 公共施設のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ予約システムの検討 △  ―

6 出 張 所 の 取 扱 い 業 務 の 拡 大  ☆  ―

7 時 間 外 保 育 の 充 実  ☆  ―
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8 保 育 園 の 一 時 保 育 の 拡 大  ☆  ―

9 総合窓口（ワンストップサービス）の推進 △  ―

10 全 職 員 に 救 命 講 習 を 実 施  △  ―

11 出産育児金受領委任払制度の実施 ☆  ―

計  ―

【 評 価 】  

 市 民 課 窓 口 で は 毎 月 第 ２・４ 日 曜 日 に 住 民 票 ，印 鑑 証 明 書 の 発 行 を 行

う こ と と な っ た ほ か ， 日 吉 台 出 張 所 で の 取 扱 い 業 務 も 増 加 し た 。 ま た ，

葉 山 保 育 園 で の 時 間 外 保 育 や 一 時 保 育 ，国 民 健 康 保 険 の 被 保 険 者 に 対 す

る 出 産 育 児 金 受 領 委 任 払 制 度 な ど ，市 民 サ ー ビ ス の 向 上 が 図 ら れ ，大 変

評 価 で き る 。し か し ，公 共 施 設 の イ ン タ ー ネ ッ ト 予 約 シ ス テ ム や 総 合 窓

口 に つ い て は 課 題 も 多 く ，実 現 さ れ な か っ た 。ま た ，全 職 員 に 救 命 講 習

に つ い て も 達 成 率 が 56％ 程 度 と な っ て い る 。  

【 意 見 】  

市 民 サ ー ビ ス の 向 上 に つ い て は ，改 革 で き た も の と で き な か っ た も の

に ２ 分 さ れ て い る 。改 め て 市 民 の 目 線 に 立 ち ，利 便 性 の 向 上 に つ い て 一

層 の 充 実 に 取 り 組 む と と も に ， 職 員 資 質 の 向 上 を 図 る こ と 。  

【 具 体 的 事 項 】  

 職 員 全 体 の 資 質 を 高 め ，丁 寧 か つ 迅 速 な 対 応 に よ る 市 民 サ ー ビ ス の 向

上 を 図 る こ と 。  

 

 

  ③ 行 政 の 情 報 化  

番 号  項       目  評 価  実 績 額 （ 3 年 間 の 合 計 ）

1 例 規 集 の 電 算 化  ☆  ―

2 携 帯 電 話 へ の 情 報 発 信 の 充 実  ○  ―

3 電 算 シ ス テ ム の 見 直 し  △  ―

4 庁 内 Ｌ Ａ Ｎ シ ス テ ム の 充 実  ☆  ―

5 会 議 室 予 約 シ ス テ ム の 導 入  ☆  ―

6 電 算 化 に 対 応 す る 例 規 の 整 備  △  ―

7 全庁型の議会会議録検索システムの導入 ☆  ―

計  ―
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【 評 価 】  

 今 は 情 報 化 の 時 代 で あ り ，電 算 化 が 進 ん で き て い る が ，電 算 シ ス テ ム

の 見 直 し で は 情 報 化 推 進 計 画 が 未 策 定 と な っ て い る 。  

【 意 見 】  

国 ，地 方 自 治 体 に お け る 電 子 自 治 体 へ の 流 れ が 急 速 に 進 ん で お り ，低

廉 で 効 率 的 な 電 算 シ ス テ ム に な る よ う 常 に 見 直 し を 進 め る こ と 。 ま た ，

市 民 へ の 情 報 発 信 手 段 に つ い て 一 層 の 充 実 を 図 る と と も に 情 報 管 理 の

徹 底 を 図 る こ と 。  

【 具 体 的 事 項 】  

各 種 届 出 ，証 明 等 の 電 磁 的 事 務 処 理 に よ る 効 率 化 や ホ ー ム ペ ー ジ や 携

帯 電 話 に よ る 情 報 提 供 の 充 実 を 図 る な ど 市 民 サ ー ビ ス の 向 上 に つ い て

積 極 的 に 取 り 組 む こ と 。  

 

 

（ ２ ） 組 織 体 制 の 充 実  

  ① 組 織 機 構 の 整 備  

番 号  項       目  評 価  実 績 額 （ 3 年 間 の 合 計 ）

1 組 織 の 見 直 し  ○  ―

2 定 員 適 正 化 計 画 の 見 直 し  ○  200,140,000

3 審 議 会 等 の 見 直 し  ○  ―

4 人 事 評 価 シ ス テ ム の 検 討  △  ―

5 監 査 体 制 の 充 実  ☆  ―

6 職 員 応 援 制 度 の 整 備  ○  ―

7 消 防 勤 務 体 制 の 検 討  ○  ―

計  200,140,000

【 評 価 】  

 順 調 に 職 員 数 の 削 減 が 進 ん で き て お り ， 実 績 額 も 約 2 億 円 と な っ た 。

人 事 評 価 シ ス テ ム は 課 題 も 多 く ， 検 討 が 進 ん で い な い 。  

【 意 見 】  

時 代 の 変 化 に 的 確 に ，か つ 機 動 的 に 対 応 で き る 組 織 を 目 指 す と と も に ，

市 民 に 分 か り や す い 組 織 づ く り を 進 め る こ と 。  

【 具 体 的 事 項 】  

組 織 体 制 の あ り 方 に つ い て は ，毎 年 見 直 し を 行 う こ と 。ま た ，公 募 委

員 の 拡 大 や 女 性 委 員 の 登 用 率 向 上 に 向 け た 取 り 組 み を 行 う こ と 。  
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  ② 人 材 の 育 成  

番 号  項       目  評 価  実 績 額 （ 3 年 間 の 合 計 ）

1 職 員 研 修 の 充 実  ○  ―

2 女 性 管 理 職 の 登 用  ○  ―

3 民 間 研 修 の 検 討  ○  ―

4 昇 級 試 験 の 見 直 し  ○  ―

計  ―

【 評 価 】  

 人 材 の 育 成 を 図 る た め ，富 里 市 人 材 育 成 基 本 方 針 を 策 定 し「 求 め ら れ

る 職 員 像 」を 示 し た 。女 性 管 理 職 は 退 職 等 に よ り 現 在 は い な い が ，将 来

に 向 け て 中 間 管 理 職 へ の 女 性 登 用 が 増 え て き た 。昇 級 試 験 の 見 直 し に つ

い て は ， 結 果 通 知 に 求 め ら れ る 職 員 像 を 記 載 す る な ど の 工 夫 が さ れ た 。 

【 意 見 】  

地 方 分 権 が 進 展 す る 中 で ， 基 礎 的 自 治 体 の 果 た す 役 割 が 大 き く な っ

て き て い る 。 職 員 の 政 策 形 成 能 力 や 先 見 性 ， 専 門 性 ， 行 動 力 を 高 め ，

職 員 の 資 質 向 上 に 努 め る こ と 。  

【 具 体 的 事 項 】  

人 材 育 成 基 本 方 針 に 基 づ き 研 修 を 充 実 さ せ る こ と 。ま た ，現 在 は 女 性

管 理 職 が い な い こ と か ら ， そ の 育 成 に 向 け て 努 力 す る こ と 。  

 

 

（ ３ ） 行 政 評 価 の 導 入  

番 号  項       目  評 価  実 績 額 （ 3 年 間 の 合 計 ）

1 行 政 評 価 の 導 入  △  ―

計  ―

【 評 価 】  

 第 ２ 次 行 政 改 革 の 期 間 で 実 施 に 至 っ て い な い 。  

【 意 見 】  

行 政 改 革 の 実 行 に よ り ，経 費 の 節 減 等 の 努 力 を さ れ て い る と こ ろ で あ

る が ，依 然 と し て 市 の 財 政 状 況 は 厳 し さ を 強 め て き て い る 。目 標 管 理 の

徹 底 ， 効 果 等 の 検 証 を 行 い 効 率 的 な 事 業 執 行 に 努 め る こ と 。  

【 具 体 的 事 項 】  

 行 政 評 価 制 度 を 早 急 に 確 立 し ，予 算 編 成 ，実 施 計 画 ，組 織 体 制 に 反 映

で き る シ ス テ ム の 構 築 に 取 り 組 む こ と 。  
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３  効 率 的 な 財 政 運 営 の 確 立  

（ １ ） 経 費 の 削 減  

番 号  項       目  評 価  実 績 額 （ 3 年 間 の 合 計 ）

1 時 間 外 勤 務 手 当 の 削 減  ○  56,860,110

2 非 常 勤 特 別 職 報 酬 の 見 直 し  ○  0

3 旅 費 の 見 直 し  ☆  19,139,763

4 特 殊 勤 務 手 当 の 見 直 し  ☆  0

5 公 共 施 設 の 経 費 削 減  ○  23,904,238

6 コ ピ ー 用 紙 の 削 減  ○  572,973

7 庁 舎 警 備 業 務 の 見 直 し  ☆  12,215,936

8 加 除 式 書 籍 購 入 の 見 直 し  ☆  8,806,382

9 市税,国民健康保険税口座振替納付済通知の廃止 ☆  7,519,250

10 庁 車 の 見 直 し  ○  0

11 公 園 管 理 の 民 間 委 託  ☆  17,435,950

12 契 約 方 法 の 見 直 し  ○  21,439,339

13 Ｐ Ｆ Ｉ 方 式 の 検 討  △  0

14 公 共 工 事 の コ ス ト 縮 減  ○  83,550,703

15 消 防 被 服 の 見 直 し  ○  4,498,931

16 消 防 団 車 両 配 備 計 画 の 策 定  △  10,000,000

17 選挙事務における執行管理の見直し ○  0

18 農 林 業 セ ン タ ー の 見 直 し  ○  955,695

19 広 報 の タ ブ ロ イ ド 化  ☆  3,715,055

20 補 助 金 の 見 直 し  ○  12,778,000

21 市 債 発 行 の 抑 制  ○  0

22 経 常 収 支 比 率 の 適 正 化  △  0

23 特 別 職 給 料 の 削 減  ☆  2,090,320

24 印 刷 製 本 の 見 直 し  ○  2,366,658

25 広 報 郵 送 制 度 の 見 直 し  ○  463,060

26 昇 給 停 止 年 齢 の 引 き 下 げ  ☆  ―

27 通 勤 手 当 の 一 部 改 正  ☆  12,619,000
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28 退 職 時 特 別 昇 給 の 改 正  ☆  207,480

29 管 理 職 手 当 の 削 減  ☆  8,204,000

計  309,342,843

【 評 価 】  

 合 計 で 約 ３ 億 円 の 削 減 効 果 が 上 が り ，か な り 評 価 で き る 。給 与 関 係 の

見 直 し が 進 ん だ ほ か ，公 共 工 事 の コ ス ト 縮 減 や 契 約 方 法 の 見 直 し ，公 共

施 設 の 経 費 削 減 で 大 き な 効 果 が あ っ た 。 特 に 公 共 施 設 の 経 費 削 減 で は ，

光 熱 水 費 の 抑 制 で 約 2,400 万 円 も の 効 果 が あ っ た 。経 常 収 支 比 率 に つ い

て は ， 残 念 な が ら 80％ 台 と す る こ と が で き な か っ た 。  

【 意 見 】  

常 に コ ス ト 意 識 を 持 ち ，最 小 の 経 費 で 最 大 の 効 果 が 得 ら れ る よ う ，今

後 も 引 き 続 き 経 費 の 節 減 に 努 め る こ と 。  

 

 

（ ２ ） 自 主 財 源 の 確 保  

番 号  項       目  評 価  実 績 額 （ 3 年 間 の 合 計 ）

1 企 業 誘 致 の 促 進  ○  0

2 市 有 地 の 有 効 活 用  △  3,425,818

3 施 設 使 用 料 の 見 直 し  ☆  2,104,870

4 ご み 処 理 費 用 の 有 料 化  △  0

5 下 水 道 料 金 の 見 直 し  ☆  0

6 水 道 料 金 の 口 座 振 替 推 進   平 成 16 年 項 目 削 除  

7 公民館講堂を文化的施設に転用 △  0

計  5,530,688

【 評 価 】  

 第 2 工 業 団 地 へ の 企 業 誘 致 に つ い て は ，実 績 額 は な い も の の 着 実 に 進

ん で き て い る 。ま た ，施 設 使 用 料 に つ い て は 各 公 共 施 設 の 減 免 制 度 を 統

一 し ， 公 平 性 を 確 保 し た 。 下 水 道 料 金 の 見 直 し に つ い て も 実 施 さ れ た 。 

 し か し ，市 有 地 の 有 効 活 用 は 目 標 額 に 届 か ず ，ご み 処 理 費 用 の 有 料 化 ，

公 民 館 講 堂 を 文 化 的 施 設 に 転 用 に つ い て は ， 実 現 さ れ な か っ た 。  

【 意 見 】  

経 費 の 削 減 に は 限 界 が あ る こ と か ら ，自 主 財 源 の 確 保 に つ い て 積 極 的

に 取 組 む こ と 。特 に 新 た な 財 源 の 確 保 ，雇 用 機 会 の 拡 大 ，地 域 の 活 性 化

等 が 図 れ る よ う な 方 策 を 検 討 す る こ と 。  
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【 具 体 的 事 項 】  

 工 業 団 地 に 限 ら ず ，市 内 へ の 企 業 の 誘 致 や 市 有 地 の 有 効 活 用 を 積 極 的

に 行 う こ と 。 ま た ，「 有 料 広 告 制 度 」 な ど の 新 た な 財 源 の 確 保 策 に つ い

て 早 急 に 導 入 す る こ と 。  

 

 

徴 収 率  

番 号  項       目  評 価  実  績  

8 市 税 の 徴 収 率 向 上  △  95.92％ （ ＋ 0.28％ ）  

9 国 民 健 康 保 険 税 の 徴 収 率 向 上  △  81.61％ （ △ 2.37％ ）  

10 保 育 料 の 徴 収 率 向 上  △  96.95％ （ △ 0.35％ ）  

11 介 護 保 険 料 の 徴 収 率 向 上  △  96.80％ （ △ 0.06％ ）  

12 給 食 費 の 徴 収 率 向 上  △  98.41％ （ ＋ 0.84％ ）  

【 評 価 】  

 市 税 ，給 食 費 に つ い て は 上 昇 し た も の の ，す べ て の 項 目 で 目 標（ 給 食

費 は 1.5％ 以 上 ， そ の 他 は 1％ 以 上 向 上 さ せ る ） に 届 か な か っ た 。  

【 意 見 】  

自 主 財 源 の 確 保 を 図 る と と も に ，税 負 担 の 公 平 性 の 観 点 か ら 徴 収 率 向

上 に 取 り 組 む こ と 。  

【 具 体 的 事 項 】  

具 体 的 数 値 目 標 を 設 定 す る と と も に ，組 織 体 制 の 強 化 を 図 る な ど の 対

策 を 行 い ，「 徴 収 率 の 向 上 」 に 向 け て 最 大 限 努 力 す る こ と 。  
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第２ 今後の行政改革にあたって 

 第 2 次 行 政 改 革 で は ，5 億 円 を 超 え る 削 減 効 果 を 上 げ る な ど 経 費 削 減

を 進 め て き ま し た が ，依 然 と し て 市 の 財 政 は 厳 し い 状 況 が 続 い て い ま す 。

将 来 的 に 安 定 し た 行 財 政 運 営 を 行 い ，市 民 サ ー ビ ス の 維 持・向 上 を 図 っ

て い く た め に は ，単 に 経 費 削 減 だ け で な く 今 ま で の 運 営 方 法 を 根 幹 か ら

見 直 す と と も に 職 員 の 意 識 改 革 を 進 め て 前 例 踏 襲 主 義 か ら 脱 却 し ，自 ら

変 革 し て い か な け れ ば な り ま せ ん 。  

ま た ，地 方 分 権 の 進 展 に よ り 自 ら の 責 任 で 地 域 の 特 性 を 活 か し た ま ち

づ く り を 行 う な ど の 地 方 独 自 の 戦 略 が 求 め ら れ て お り ，市 の 持 つ 地 域 資

源 や ポ テ ン シ ャ ル を 最 大 限 有 効 に 活 用 し ，魅 力・地 名 度 ア ッ プ の た め の

施 策 を 展 開 す る こ と が 現 状 を 脱 却 す る 一 歩 に な る と 思 い ま す 。  

 
今 後 の 行 政 改 革 の 推 進 に あ た っ て は ，こ れ ま で 実 施 し て き た 事 業 及 び

制 度 に つ い て 様 々 な 観 点 か ら 検 証 す る と と も に ，下 記 の 事 項 な ど に つ い

て も 具 体 的 に 検 討 を 始 め る べ き と 思 わ れ ま す 。  
な お ， 検 討 に あ た っ て は ， 市 民 参 加 に よ る 検 討 組 織 を 設 置 す る な ど ，

外 部 の 意 見 を 取 り 入 れ て 行 う べ き と 考 え ま す 。  
 
【 学 校 の 統 廃 合 】  

・厳 し い 判 断 に な る と 思 う が ，小 学 校 区 の 再 編・整 理 を 検 討 し ，学 校

の 統 廃 合 に つ い て も 検 討 す べ き で は な い か 。  
 
【 消 防 の 広 域 化 】  
 ・ 効 率 化 を 推 進 す る た め ， 消 防 の 広 域 化 を 検 討 す べ き で は な い か 。  
 
【 都 市 計 画 区 域 の 見 直 し 】  
 ・土 地 利 用 の 活 性 化 に 向 け て ，都 市 計 画 区 域 の 見 直 し を 行 う な ど ，上

位 計 画 の 見 直 し が 必 要 に な っ て き て い る の で は な い か 。  
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資料  

 

行 政 改 革 懇 談 会 開 催 状 況  

開 催 日  会  議  内  容  

H15.4.16 懇 談 会 会 長 の 選 任 ，行 政 改 革 の 推 進 体 制 ，市 の 財 政 状 況 ，

行 政 改 革 の 取 組 み 結 果 ， 行 政 改 革 大 綱 （ 案 ）， 行 政 改 革

の ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て  

H15.6.12 行 政 改 革 大 綱 （ 素 案 ）， 行 政 改 革 行 動 計 画 （ 素 案 ） に つ

い て  

H15.7.2 行 政 改 革 行 動 計 画 （ 素 案 ） に つ い て  

H15.8.1 平 成 14 年 度 決 算 と 今 後 の 財 政 見 通 し ， 行 政 改 革 行 動 計

画 （ 素 案 ） の 個 表 ， ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て  

H15.8.27 行 政 改 革 行 動 計 画 個 表 ， 行 政 改 革 懇 談 会 答 申 に つ い て  

H15.9.24 行 政 改 革 大 綱（ 素 案 ），行 政 改 革 行 動 計 画（ 素 案 ），行 政

改 革 答 申 （ 素 案 ） に つ い て  

H15.10.14 富 里 市 行 政 改 革 の 答 申 に つ い て  

H16.6.23 行 政 改 革 行 動 計 画 （ 平 成 15 年 度 実 績 ）， 平 成 16 年 度 行

政 改 革 行 動 計 画 の 追 加 等 に つ い て  

H16.10.19 平 成 15 年 度 行 動 計 画 最 終 実 績 ， 行 政 改 革 推 進 委 員 会 分

科 会 で の 検 討 状 況 に つ い て  

H17.6.23 行 政 改 革 行 動 計 画 の 追 加 等  ， 行 政 改 革 行 動 計 画 （ 平 成

16 年 度 実 績 ） に つ い て  

H17.11.8 平 成 16 年 度 行 動 計 画 最 終 実 績 ， 富 里 市 集 中 改 革 プ ラ ン

（ 案 ） に つ い て  

H18.1.30 富 里 市 集 中 改 革 プ ラ ン （ 案 ） に つ い て  

H18.6.7 第 2 次 行 政 改 革 の 実 績 に つ い て （ 意 見 照 会 ）  

H18.6.22 行 政 改 革 行 動 計 画 （ 平 成 17 年 度 実 績 ） に つ い て  

H18.9.21 第 2 次 行 政 改 革 の 取 組 結 果 報 告 書 （ 案 ） に つ い て  

H18.10.18 第 2 次 行 政 改 革 の 取 組 結 果 報 告 書 （ 案 ） に つ い て  

（ 意 見 照 会 ）  

H18.11.15 第 2 次 行 政 改 革 の 取 組 結 果 報 告 書 （ 案 ） に つ い て  

H18.11.24 第 2 次 行 政 改 革 の 取 組 結 果 報 告 書 提 出  
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委員名簿  

 

氏   名  役  職  等  備  考  

荒 居  美 雄  有 識 者 （ 富 里 市 教 育 委 員 会 ）   

岩 井  好 夫  有 識 者 （ 富 里 市 議 会 ）   

遠 藤  勝 巳  有 識 者 （ 前 富 里 市 消 防 団 長 ）   

大 野  秀 昌  有 識 者 （ 元 富 里 市 職 員 ）  会 長  

寒 郡  茂 樹  有 識 者 （ 富 里 市 商 工 会 ）   

清 水  敏 子  有 識 者 （ 富 里 市 民 生 委 員 児 童 委 員 協 議 会 ）   

鈴 木   勉  公 募  職 務 代 理  

本 橋  幸 子  公 募   

         （定員 8 名以内，五十音順，敬称略）  

 


